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有明海における珪藻Skeletonemaとの競合に着目したラフィド藻Chattonellaによる 

ブルームの発達と衰退 

 

近年, 有明海ではChattonella marina var. antiquaによる有害ブルームが頻発するようにな
った。本種は数百cells ml

-1の密度で魚介類を斃死させることが知られており, 2010年にはそ
の被害額が50億円以上にものぼった。筑後川の流入の影響を強く受ける有明海は, 透明度が
低い富栄養海域で, 大雨が降ると表層の塩分が5を下回ることもある。そのため珪藻類, 特
にSkeletonemaのブルームが頻繁に発生する。そこで, 本海域におけるブルームの動態を理解
するためChattonellaとSkeletonemaの競合に着目し, 環境要因との関係性を明らかにするこ
とが必要である。本研究では, 夏期の有明海にてChattonellaおよびSkeletonemaのブルーム動
態について, 物理・化学面から考察することとした。 

調査は 2010年 6月 29日–8月 18日の期間, 有明海の St. Aおよび St. S3の二定点にて行わ
れた。St. Aでは 0, 2, 4 m層と底層から, St. S3では 0, 2, 5, 8, 12 m層と底層 (底層は海底上 1 

m) から, バンドーン採水器を用いて採取した。得られた海水試料の一部を固定液で固定し
4˚C で保存した後, 光学顕微鏡下で植物プランクトンの同定と計数を行った。本研究では, 

優占種の遷移をとらえることを目的とした。また海水試料を Dismic filter (径 0.45 µm) で濾
過し, 栄養塩をオートアナライザーにて分析した。水温, 塩分, Chl. a値については CTDを
用いて測定し, 同時に透明度も Secchi diskにより測定した。佐賀県の降水量については気象
庁のデータを用いた。また, 表層の塩分が 10以下を示した 7月 16日には, 14地点 (Fig. 1) に
て CTD を用いて塩分の鉛直分布を調査し, 植物プランクトンの分布と比較した。この時, St. 

Iにて 0, 1.8, 5 m層における Chattonella 細胞密度を計数した。 

調査期間中, 6月26–30日および7月10–15日の二度にわたって大雨が降り (前者で197 mm, 

後者で321.5 mm), 筑後川からの流入量が増加した。St. AおよびSt. S3の両定点における水柱
の植物プランクトン優占属は, ChattonellaからSkeletonema, 再度Chattonellaという遷移を示
した (Fig. 5)。St. S3において, 調査開始時のChattonella細胞密度は非常に低密度 (<1 cells 

ml
-1

) であったが, 大量降雨後の7月5日には表層でブルーム (4.29 x 10
3
 cells ml

-1
) が形成さ

れた。この間, Skeletonemaは大量増殖することはなかった。その後, 二度目の降雨により河
川が大量流入した結果, 7月16日には表層の塩分が5に低下した。この時, Chattonellaは表層に
存在せず, 塩分10の薄層 (20–50 cmの厚み) に分布していた。一方, 表層 (塩分5) では
Skeletonemaが高密度に観察され, 続く7月20日には細胞密度が10

5
 cells ml

-1を超えた。8月に
入ると表層における栄養塩の枯渇に伴いSkeletonemaブルームは衰退したが, Chattonellaが再
び表層でブルーム (3.0 x 10

2
 cells ml

-1
) を形成した。また, 塩分10の層の深度と透明度に着目

しChl. a値のピークを調べた。その結果, 塩分10の層が透明度の半分の深度の時Chl. a値はピ
ークを示したが, 透明度の2倍の深度ではChl. a値はピークを示さない傾向にあった。 

本研究により, Chattonellaブルームは有明海奥部において大量降雨の後に形成された。さ
らに, 塩分10以下の層に移動できないことや, 低い光強度では個体群を維持できないこと
が示された。また, 日周鉛直移動によって深層の栄養塩を補充し, 次のブルーム形成にむけ
て待機していたと考えられる。以上から, 河口域におけるChattonellaの急速なブルームは, 

栄養塩を豊富に含む河川水の流入が重要な要因となり, 塩分および光制限を受けて形成さ
れることが示唆された。 
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